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(本資料における将来に関する記述等についてのご注意）

・ 本資料に記載されております業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報、

及び合理的であると判断する情報に基づいて、皆さまの投資のご参考資料としてご提供するものです。

従いまして、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり確約や保証を与えるもので

はありません。予測と異なる結果となることがありますことをご確認の上、ご活用いただきますよう

お願い申し上げます。

・本情報、及び資料の利用は、本資料以外の方法により入手された情報とも照合確認し、皆様の判断

によって行ってくださいますようお願いいたします。また、これらの情報は今後予告なしに変更され

ることがあります。

・本資料利用により生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

企業キャラクター「すーたん」
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会社概要
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会社名

株式会社星医療酸器

代表取締役社長

星 幸男

設立

1974年4月

全社員数

637（2025年9月末時点）

上場市場

東証スタンダード（7634）

会社概要

拠点

営業所32拠点 工場5拠点
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※連結ベース

本社：東京都足立区

充填工場：茨城県小美玉市

充填工場：東京都足立区

充填工場：大阪府交野市

充填工場：神奈川県綾瀬市

充填工場：愛知県小牧市



札幌営業所

会社概要
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岩手営業所 東北事業所 郡山営業所 茨城事業所 北関東事業所

埼玉営業所 松戸営業所 千葉支店 東京事業所 西東京事業所 南東京営業所

栃木事業所 甲府事業所 横浜営業所 京浜営業所 神奈川事業所 名古屋事業所

浜松営業所 沼津営業所 静岡営業所 三河営業所 四日市営業所 南大阪営業所

大阪事業所 京都営業所 尼崎営業所 徳島営業所 西神戸営業所 福岡支店

岡山営業所

あしつよ巣鴨 あしつよ・文京あしつよ王子

訪問看護・リハビリステーション巣鴨

神谷町訪問看護ステーション

ライフステージ阿佐ヶ谷

訪問看護・リハビリステーション王子

訪問看護・リハビリステーション阿佐ヶ谷

こころ訪問看護ステーション板橋介護ショップふれんず

株式会社エイ・エム・シー 株式会社ケイ・エム・シー 株式会社アイ・エム・シー

株式会社テイ・エム・シー 株式会社交野ガスセンター

営業拠点

製造子会社

宮崎営業所

※連結ベース
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連結決算概況
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◼ P/L  ・在宅医療が業績堅調で増収牽引も、全社ベースでは僅かに減益。

◼ B/S ・自己資本比率75.5％と、盤石な財務基盤を構築。

◼ TOPIX ・事業多角化の為『電気工事の施工及び請負業務』を定款に新設。
・岩手営業所、郡山営業所のリニューアルオープン。

売上高 営業利益 当期純利益

7,372百万円 863百万円 622百万円

前期比 1.2％増 前期比 1.9％減 前期比 0.1％減

中間決算ハイライト
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連結損益計算書

（単位：百万円）
2025年3月期

第2四半期
2026年3月期

第2四半期
増減額 売上比 前期比

売上高 7,285 7,372 +87 100.0% +1.2%

売上総利益 3,667 3,749 +82 50.8% +2.2%

営業利益 880 863 ▲17 11.7% ▲1.9%

EBITDA 1,287 1,314 +27 ー ー

経常利益 924 917 ▲7 12.4% ▲0.8%

親会社株主に帰属する

 当期純利益 622 622 ±0 8.4% ▲0.1%

設備投資 529 486 ▲43 － －

減価償却費 407 451 ＋44 － －

※ 「EBITDA」は営業利益に減価償却費を加算して算出

7-11-18 Iriya, Adachi-ku, Tokyo 121-0836,Japan 8

■在宅酸素療法（HOT）のレンタル台数増加が、連結売上の増収に大きく貢献。

■営業利益率は前年比悪化。本決算時に12％以上確保を目指す。
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7,372

(単位：百万円)



連結貸借対照表

（単位：百万円） 2025年3月期
2026年3月期

第2四半期
前期末比

流動資産 13,783 13,686 ▲97

ｳﾁ、現預金 10,625 10,793 +168

ｳﾁ、売上債権 2,871 2,475 ▲396

固定資産 10,806 11,703 +897

資産合計 24,590 25,389 +799

流動負債 4,351 4,171 ▲180

ｳﾁ、仕入債務 2,748 2,451 ▲297

固定負債 1,522 1,752 +230

純資産 18,715 19,466 +751

負債・純資産合計 24,590 25,389 +799

自己資本比率 74.9% 75.5% +0.6%
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■固定資産の増加は、生産性向上に向けたシステム導入及び、各営業拠点建替えによる設備投資。
積極的な業務効率化を行うとともに、従業員士気向上にも努める。

■累積利益による純資産積み上げにて、自己資本比率は約75％と健全水準を推移。



キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）
2025年3月期

第2四半期
2026年3月期

第2四半期
前期比

営業キャッシュ・フロー 975 1,199 +224

投資キャッシュ・フロー ▲1,313 ▲1,031 +282

財務キャッシュ・フロー ▲411 ▲400 +11

現金及び現金同等物増減 ▲749 ▲232 +517

現金及び現金同等物期首残高 9,755 5,925 ▲3,830

現金及び現金同等物残高 9,005 5,693 ▲3,312
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■現金残高：前期に3ヵ月超大口定期預金への預入・組替えを行い、連結CF上の現金残高が減少。
金利上昇局面で効率的な資金運用を目的とするもの。

■営業CF：前期比プラスの要因は売上債権の減少、減価償却費増加等による収入。
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◼売上高

◼営業利益

(単位：百万円)

営業利益：計画通り通期で増益を目指す売上高：過去20年間、右肩上がりに推移
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計画
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ROE推移

◼株主資本

■親会社株主に帰属する当期純利益

(単位：百万円)

堅実経営のもと、収益性強化でROEを高める3年連続8％以上を維持
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◼ 医療ガスの安定供給を前提として、供給体制を強化するとともに、医療用ガス事業、在宅医療事業の2大

主力柱を中心に、販売価格の適正化・販路拡大を進め、利益率向上を図る。

◼ 事業部門間シナジーを創出し、星医療酸器グループとして医療に係るトータルソリューションを提供す

ることで、収益力向上を図る。

通期業績予想
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（単位：百万円） 2025年3月期 2026年3月期 増減額 売上比 前期比

売上高 15,102 15,260 +158 100.0％ +1.0%

営業利益 1,982 2,070 +88 13.5% +4.4%

経常利益 2,052 2,140 +88 14.0% +4.2%

親会社株主に帰属する

 当期純利益 1,463 1,476 +13 9.7% +0.9%

1株当たり

当期純利益 469.18 472.57 +3.39 ー +0.7%
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株価推移

長期目線で株価右肩上がりに推移2020-2021年はコロナ特需で急騰
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■株価

■出来高

(単位：円)



セグメント情報
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セグメント別実績サマリー

（単位：百万円） 売上 前期比 利益 前期比

医療用ガス事業 1,936 ＋0.2% 282 ▲2.7%

在宅医療事業 3,552 +7.6% 431 +7.8％

医療設備事業 613 ▲23.9% 91 ▲14.7%

介護福祉事業 582 +0.2% 0 ▲99.7％

施設介護事業 176 +1.4% ▲2 ー

その他事業(看護学校、医療器具等) 511 ＋4.2% 59 ▲3.2%

計 7,372 +1.2% 863 ▲1.9%

※百万円以下切捨てにつき、計算値と合計値が相違

ガス使用量が安定しており売上横ばいも、価格転嫁不十分で僅かに減益

主力であるHOT・CPAP共にレンタル台数増加し増収増益

前期は大型工事受注等の特殊要因で増収も、今期は大型工事延期等の影響で減収減益

売上横ばいも、レンタル商材の大口仕入や訪問看護の人件費増により減益

有料老人ホームにて、人件費を中心とした固定費増により増収減益

医療用ガス事業

在宅医療事業

医療設備事業

介護福祉事業

施設介護事業

7-11-18 Iriya, Adachi-ku, Tokyo 121-0836,Japan 17



医療用ガス事業

◼ 世界的な物価・燃料費高や各種輸送コスト増に対応し、販売価格の適正化を積極的に推進。

◼ 医療ガスの安定供給が当社創業来の「最重要使命」であることを踏まえ、人員確保を強化。

◼ 東海エリアの充填工場（テイ・エム・シー）本格稼働により、安定供給体制を強化し、

積極的な営業戦略で充填量・販売量増加を図る。

■亜酸化窒素

■炭酸ガス

■その他ガス

■酸素

2026年3月期
第2四半期

1,936百万円
■滅菌ガス

医療用ガス 売上構成比

75.3%

5.7%

1.5%

8.2%

1.4%
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■液体窒素

7.9%
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在宅医療事業

◼ 在宅酸素療法（HOT）と持続陽圧呼吸療法（CPAP）は市場規模拡大と共に、レンタル台数は増加傾向。

HOT適応患者数は18万人、睡眠時無呼吸症候群の潜在患者数は数百万人以上の市場規模が見込まれる。

◼ 在宅医療支援システムの自社商品について、積極的な設備投資を図る。

◼ 従業員の働き方・生産性向上のため、現場運用フローの再構築に向けたシステム導入を実施中。

◼ インフレに対応した適正な価格設定を意識し、主力事業として当社グループの業績を牽引する。

台数推移

単位：台酸素を吸入しながら生活の質”QOL”を高める治療法 呼吸器領域と循環器領域における睡眠障害の治療法

在宅酸素療法（HOT） 持続陽圧呼吸療法（CPAP）

15,800

16,418

17,266

8,736

8,297

8,137
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9,508

19,144

19,195

10,297

10,909

16,658



医療設備事業

◼ パートナー企業とのアライアンスにて、医療機関や介護施設宛てに「多床室改修支援」「BCP・省エネ対策」

等の各種補助金を活用した積極的な営業活動を展開。今後も様々な商材について模索。

◼ 各事業部と協業し、スピーディな各種設備工事をトータルソリューションとして提案。

◼ 医療ガス安定供給に直結する、医療設備のきめ細やかな定期メンテナンスにより、安全と信頼を提供。

◼ 医療設備に関する事業/商材の幅を広げ、各種ニーズに適したソリューションの提供体制を構築する。

■医療設備メンテナンス関連

■消防設備工事

■その他修繕工事

■医療用設備工事

医療用ガス設備工事 売上構成比

57.0%

16.1%

25.1%

1.8%
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2026年3月期
第2四半期
613百万円



介護福祉事業

◼ 地域包括支援センター及び、居宅介護支援事業者への継続的な営業強化により、介護福祉関連機器の

レンタル数が増加。訪問看護事業（以下拠点を展開）も堅調推移。

◼ 積極的なM＆Aにより、訪問看護や介護レンタルショップを中心に営業エリアを拡大。

◼ 今後も増加の一途をたどる市場であり、社会的ニーズはさらに拡大していくと推測される。

✓ 「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション巣鴨」

✓ 「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション阿佐ヶ⾕」

✓ 「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション王⼦」

✓ 「こころ訪問看護リハビリステーション板橋」

✓ 「神⾕町訪問看護ステーション」

訪問看護ステーション一覧
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施設介護事業

◼ 有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」は、充実したサービスと立地優位性を活かし、近隣病院・

地域包括支援センター・居宅支援事業所への継続的な営業活動を行うことで、長期入居者増加を目指す。

◼ 通所介護施設「あしつよ・文京」「あしつよ 巣鴨」「あしつよ 王子」は、地域に密着したサービス

の提供と新たな顧客ニーズの開拓を推進する。

◼ 高齢化に伴い入居ニーズは高まってくると想定される一方で、競争激化が想定される市場。

✓ 24時間365⽇看護師配置

✓ 要介護者2⼈に常勤職員1⼈以上の充実した介護体制

✓ 医療機関との連携で緊急時も安⼼

✓ 積極的な認知症ケア(認知症専任スタッフの配置)

✓ リハビリを⽀える職員体制(理学療法⼠の配置)

✓ 専⾨家による各種セラピーの導⼊

✓ 状況に応じた⽀援への⼿厚いサービス体制

✓ ⼤切な「⾷」への⼼配り

ライフステージ阿佐ヶ谷の優位性
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株主還元情報
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株主優待制度

■介護付有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」の利用割引■
・終身契約入居一時（前払）金の15％割引。

・体験ご入居ご利用料の割引（1泊目 無料、2泊目 50％割引）。※3泊4日が限度

◇対象の株主様◇
毎年3月31日及び9月30日現在、株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された当社株式100株以上を保有されている株主様

■介護付有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」の月額管理費割引■
・月額管理費の15％割引（１年間）

◇対象の株主様◇

毎年3月31日及び9月30日現在、株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された当社株式1,000株以上を保有されている株主様

株主の皆さまに日頃の感謝の意を込めて、以下2つの優待をご用意しております。

・株主様ご本人及び、3親等以内の方が割引適用となります

・優待ご使用期間：[権利確定基準日]3月31日：6月1日～11月30日

                             [権利確定基準日]9月30日：12月1日～5月31日
※ご利用の際は、10日前までに弊社総務部（03-3899-2101）へお申込みとなります

ご優待内容1

ご優待内容2

ご注意点
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配当金推移

◼年間配当

◼記念配当含

(単位：円)

2026年度中間期に増配実施過去20年間、右肩上がりに推移

(計画)
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H 私たち星医療酸器グループは
生命（いのち）を守る最前線で

社会に貢献しつづけます

経営理念
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